
１ 

 

 

 

 

読解力 
院長 辻中まさたけ 

「爪と目」という今年の芥川賞受賞作を、タイトルとキャッチコピ

ーが気になりネットで取り寄せて読んだ。物語が進行する場所とし

ての眼科診療所がでてきたり、コンタクトレンズを一つの象徴とし

て描写していたりして、眼科診療所を営む私にとって非常に興味

を持ったからである。 

ところで、最新の芥川賞作品を読んで、自分の読解力が若い

ころに比べて明らかに衰えていることに愕然としてしまった。以前

ならば作品の描かれた情景がスーと頭の中に浮かんできたのに

文字だけを追いかけている感じであるし、なによりもそれぞれの登

場人物や状況のことが覚えられなくなり、前のページに戻っては

思いだしての反復である。 

このままではどんどんと脳の情報処理能力、記憶力（覚え

たことを思い出すこと）や記銘力（覚えること）は弱ってい

きそうである。 
（次ページへ続く） 
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↑若き大学生時代に米国の学会場にて 

 

私は分厚い眼科の本を、１日１時間ずつ勉強を兼ねて読むよ

うに最近はしている。今度は老眼との戦いがはじまったが、睡眠が

よく取れるようになった。 

平成 25年 7月 27日 
 

 

 

 

 

蛇池のⅠさんから頂きました！ 
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●ブタクサについて● 
ブタクサというのは、北アメリカ原産の雑草です。ブタク

サが生え始めるのは７月～１０月ごろの秋になります。主な

生息場所は、道端や荒れ地、畑の周辺、堤防などに生息して

おり、私たちの身近な場所に生息しています。 

 

ブタクサは秋の花粉症の代表植物です。この時期に眼がか

ゆくなったりするとブタクサの花粉症があるかもしれませ

ん。 

秋の花粉症の原因植物はブタクサ以外に、オオブタクサ、

ヨモギ、カナムグラ、セイタカアキノキリンソウなどがあり

ます。 

ブタクサの花粉で眼の症状を訴える人は９月ごろから

徐々におおくなってきます。もし、目のかゆみ、充血などの

症状が出たらご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ブタクサ》                文責 安田 

 



当院では、かかりつけの薬局で薬をいただける院外処方

箋の発行をおこなっております。 

ご希望の方は、受付までお申し付けください。 

往診をご希望の方は 

院長までご相談ください。 

 

 

よろしくおねがいします。 
                

 

     

 ８/10 

（土） 

８/11 

（日） 

８/12 

（月） 

８/13 

（火） 

８/14 

（水） 

８/15 

（木） 

８/１６ 

（金） 

午
前 ○ × ○ × × × ○ 

午
後 × × × × × × ○ 
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